
「とったぞ〜！」鯉
こ い

と山
や

女
ま

魚
め

をつかみ取り
山の子と海の子の「ふれあい交流学習」（松尾小学校）　平成21年６月25日撮影
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４
選
を
果
た
し
た
椎
葉
晃
充

村
長
。
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く

り
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

村
長
の
村
づ
く
り

１ 

豊
か
に
育
ま
れ
た
自
然
風
土
・

共
助
・
共
生
の
仕
組
み
「
か
て

〜
り
」
を
生
か
し
協
働
・
共
助

で
誇
り
の
持
て
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

①
共
助
・
共
生
に
よ
り
集
落
を
維
持
・

再
生
し
、
協
働
・
共
助
に
よ
り
農
林
・

商
工
観
光
業
を
再
生

②
地
元
の
農
林
産
品
を
地
元
で
活
用
す

る
地
産
地
消
の
推
進
、
地
域
外
へ
の

販
売
促
進

③
後
継
者
対
策
に
対
す
る
支
援
の
強
化

④
自
然
の
景
観
を
活
か
し
た
集
落
づ
く

り
の
推
進

２ 

地
方
分
権
の
時
代
を
踏
ま
え
自

立
・
自
走
で
ゆ
と
り
を
持
っ
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

①
行
政
・
財
政
改
革
を
推
進
し
、
将
来

的
に
持
続
可
能
な
健
全
な
行
・
財
政

を
堅
持

②
自
立
・
自
走
の
な
か
で
広
域
連
携
に
よ

り
行
政
の
合
理
化
・
効
率
化
を
推
進

③
健
康
長
寿
の
村
づ
く
り
の
た
め
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
等
対
策
と
し
て
村

営
バ
ス
等
福
祉
の
拡
充

④
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対
策
に
併
せ
て

村
内
電
話
無
料
化
や
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

３ 

村
の
教
育
環
境
を
見
直
し
、
培

わ
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
遺
産

を
有
効
活
用
し
、
継
承
し
ま
す
。

①
村
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
教
育
の
環
境

整
備
と
教
育
指
導
体
制
の
充
実

②
生
き
る
力
を
そ
な
え
、
郷
土
愛
や
国

際
感
覚
を
身
に
つ
け
た
、心
身
と
も

に
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の

育
成

③
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
環
境
の
整
備

④
地
域
の
誇
り
で
あ
る
歴
史
・
文
化
・

文
化
財
の
保
存
継
承
と
有
効
活
用

４ 

人
と
人
、
地
域
間
の
交
流
連
携

を
促
進
し
、
集
落
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

①
豊
か
な
自
然
の
景
観
を
背
景
に
人
と

人
、
地
域
間
、
集
落
の
交
流
に
よ
り

活
性
化
の
促
進

②
環
境
と
の
共
生
を
考
え
た
新
し
い
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
滞
在
型

の
観
光
の
確
立

③
交
流
の
促
進
を
担
う
観
光
ガ
イ
ド
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
、
資
質

の
向
上
を
図
る

④
椎
葉
観
光
の
再
生
を
図
る
た
め
、
新

た
な
観
光
地
の
発
掘
と
Ｐピ
ー
ア
ー
ルＲを
推
進

⑤
国
・
県
道
の
改
良
整
備
促
進
、
村
道
・

林
道
の
整
備
に
よ
る
人
・
物
の
交
流

の
促
進

椎
葉
晃て

る

充み
つ

さ
ん
が
再
選

第　
35　
代

椎
葉
村
長

12
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
で

４
選
果
た
す

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
椎
葉
村
長
選
挙

が
６
月
21
日
に
執
行
さ
れ
、
現
職
の
椎
葉

晃
充
さ
ん
（
63
歳
・
松
木
）
が
１
，
４
９
２

票
を
獲
得
し
て
当
選
し
、
連
続
４
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

同
村
長
選
は
平
成
９
年
の
出
直
し
選
挙

以
来
３
期
連
続
で
無
投
票
。
選
挙
戦
は
12

年
ぶ
り
で
し
た
。

　

第
35
代
と
な
る
新
村
長
の
任
期
は
、
平

成
21
年
７
月
６
日
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
昭
和
47
年

役
場
入
り
。
総
務
課
長
、
助
役
な
ど

を
経
て
、
平
成
９
年
に
椎
葉
村
長
初

当
選
。
趣
味
は
読
書
、
ゴ
ル
フ
な
ど
。

尾
八
重
（
松
木
）
の
自
宅
に
妻
の
惠

子
さ
ん
と
二
人
で
暮
ら
す
。
63
歳
。

現
在
の
役
職

　

県
町
村
会
会
長

　

県
砂
防
協
会
会
長

　

県
治
山
林
道
協
会
副
会
長

平
成
21
年
６
月
21
日
執
行

椎
葉
村
長
選
挙
結
果

当
日
有
権
者
数　

２
，８
４
９
人

　
（
男
１
，４
４
１
人
・
女
１
，４
０
８
人
）

投
票
率　
　
　
　

88
・
66
％

開
票
結
果
（
得
票
順
・
敬
称
略
）

　

椎
葉 

晃
充（
無
所
属
）１
，４
９
２
票

　

鈴
木 

克
裕（
無
所
属
）１
，０
０
９
票

椎
しい

葉
ば

 晃
てる

充
みつ

 村長
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▲那須良人選管委員長より当選証書を受け取る
椎葉晃充村長（６月23日）



　
　

宮
崎
県

　
　

乾ほ
し

し
い
た
け
品
評
会

　

県
内
の
し
い
た
け
生
産
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
会
場
。
並
べ
ら
れ
た
上
位
入
賞
作

品
の
数
々
。
そ
の
中
に
椎
葉
村
の
出
品
作

が
多
数
並
び
ま
し
た
。
結
果
は
15
年
ぶ
り

の
団
体
優
勝
。
第
54
回
宮
崎
県
乾
し
い
た

け
品
評
会
で
、
つ
い
に
優
勝
旗
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 椎

葉
村
が
団
体
優
勝
！

第54回

▲

15
年
ぶ
り
の
団
体
優
勝
で
表
彰
を
受
け
る

中
瀬 

裕ひ
ろ
し

椎
茸
部
会
長
。
宮
崎
市
の
Ｊ
Ａ
・

Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
表
彰
式

　
（
６
月
５
日
）

山
中 

誠 

さ
ん

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
！

　

今
回
の
作
品
の
中
で
最
高
の
評
価
を
受

け
た
の
は
、
袋
物
の
部
に
出
品
し
た
山
中 

誠
さ
ん
（
55
歳
・
桑
の
木
原
）
の
『
香こ

う

菇こ

』
で
、
自
身
３
回
目
と
な
る
農
林
水
産

大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
山
中
さ
ん
は
栽

培
歴
37
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。「
良
品
の
量

を
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

し
い
た
け
作
り
は
天
候
を
見
る
の
が
難
し

い
。
今
回
は
椎
葉
村
の
優
勝
に
貢
献
で
き

て
良
か
っ
た
」と
喜
び
を
口
に
し
ま
し
た
。

個
人
賞

○
袋
物
の
部

　
【
香こ
う　
　

信し
ん

】

　
　

２
等　

那
須
ナ
ミ
子

　
　

３
等　

那
須
ナ
ミ
子

　
　

佳
作　

椎
葉
吉
次
郎

　
　
　

〃　　

那
須
ひ
と
み

　
【
香こ
う　

　

菇こ

】

　
　

優
等　

山
中　
　

誠

　
　
　

〃　　

桑
原　

正
義

　
　

１
等　

桑
原　
　

律

　
　
　

〃　　

椎
葉　

昭
義

　
　
　

〃　　

椎
葉　

吉
秋

　
　
　

〃　　

那
須　

義
春

　
　

２
等　

中
瀬
フ
サ
子

　
　
　

〃　　

桑
原　
　

崇

　
　
　

〃　　

中
瀬　
　

裕

　
　

３
等　

椎
葉　
　

稔

　
　

佳
作　

那
須
ひ
と
み

　
　
　

〃　　

那
須　

義
春

○
箱
物
の
部

　
【
香　
　

信
】

　
　

佳
作　

那
須
ナ
ミ
子

　
【
香　
　

菇
】

　
　

１
等　

桑
原　

正
義

　
　
　

〃　　

山
中　
　

誠

　
　

２
等　

那
須　

義
春

　
　
　

〃　　

中
竹　

直
人

　
　
　

〃　　

椎
葉　

吉
秋

　
　

３
等　

椎
葉　

昭
義

　
【
冬　
　

菇
】

　
　

１
等　

那
須
セ
ツ
子

　
　
　

〃　　

中
瀬　
　

裕

　
　

３
等　

桑
原　
　

律

　
　

佳
作　

山
中　
　

誠

　
　
　

〃　　

那
須　

義
春

　
【
冬ど
ん　
　

菇こ

】

　
　

優
等　

那
須　

定
雄

　
　

２
等　

中
瀬　
　

裕

　
　

３
等　

那
須
ナ
ミ
子

　
　
　

〃　　

桑
原　

正
義

　
【
茶ち
ゃ

花ば
な

冬ど
ん

菇こ

】

　
　

優
等　

山
本　
　

司

　
　

１
等　

椎
葉　
　

緑

　
　
　

〃　　

黒
木　

四
一

　
　

２
等　

中
竹　

久
光

　
　

３
等　

椎
葉　

春
喜

　
　

佳
作　

那
須　

和
男

　
【
天て
ん

白ぱ
く

冬ど
ん

菇こ

】

　
　

１
等　

中
竹　

直
人

　
　

２
等　

椎
葉　
　

緑

　
　
　

〃　　

山
本　
　

司

　
　

３
等　

桑
原　
　

律

　
　
　

〃　　

中
竹　
　

栄

　
　
　

〃　　

椎
葉　

吉
秋

　
　

佳
作　

椎
葉　

里
江

審

査

結

果

団
体
賞

　

優　

勝　

　
　

椎
葉
村
（
１
７
１
点
）

　

準
優
勝

　
　

諸
塚
村
（
１
４
１
点
）

　

第
３
位

　
　

五
ヶ
瀬
町
（
１
１
０
点
）

県
品
評
会
で

15
年
ぶ
り

特
別
表
彰

○
農
林
水
産
大
臣
賞

　
【
香　
　

菇
】
山
中 　

誠
（
桑
の
木
原
）

○
林
野
庁
長
官
賞

　
【
冬　
　

菇
】
那
須 

定
雄
（
坂　
　

本
）

　
【
茶
花
冬
菇
】
山
本 　

司
（
竹
の
八
重
）

○
宮
崎
県
知
事
賞

　
【
香　
　

菇
】
桑
原 

正
義
（
桑
の
木
原
）
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▲人工ほた場で大規模栽培を行う山中誠さん（手
前）と息子の憲太郎さん。年間１トンの収穫
を見込み、毎年10万個の種ゴマを打ちます。
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シリーズ　光でつながる椎葉村 ④アナログテレビ放送は、2011年７月24日までに終了。
残り24ヶ月！

現在「地上デジタル放送対策に係る説明会」を行っています。
各区を２回づつ回る予定で、①行政懇談会時 ②７月中旬から夜の説
明会 を予定しています。
大切な説明会ですので、ぜひお越しください。

地デジの説明会にご参加ください

「光ファイバーネットワーク」の お知らせ

１）加入申込を
　　開始します

　地上デジタル放送を見たり、村内無料電話等を利用するに
は、「光ファイバーネットワーク」に加入していただく必要が
あります。申込書は後日組合長に配布予定です。
＊加入促進期間（９月30日まで）にお申し込みを頂きますと、

利用料等の優遇措置が受けられます。

２）利用料金が
　　決まりました

太字（網掛け）は加入促進期間（９月30日まで）の負担金です。
※①＝10月以降（加入促進期間終了後）の初期負担金となります。
※②＝区内の集会センターにおいて、村指定の避難所が１カ所も無い場合は、１カ所のみ村避

難所指定の施設扱いとすることができます。

◎２カ所目以降にも設置する場合は別途費用等が発生します。
　（詳しくは役場にお問い合わせください。）

利
用
料

インターネット
利用料

毎月の利用料
初　期　負　担　金

引 き 込 み 宅 内 工 事

住居の用途である建物 無　料  無　料 
※① １／２利用者実費負担

 無　料 
※① 利用者実費負担

村の避難所指定の施設
（※②） 無　料 無　料 無　料

コミュニティ施設（公
民館等）・公的な産業施
設（加工場等）

1,000円  無　料 
※① 利用者実費負担

 無　料 
※① 利用者実費負担

上記以外（事業所等） 1,000円  22,000円 
※① 利用者実費負担

※① 利用者実費負担

コ　　ー　　ス 月額利用料 備　　　　考

スタンダード 4,500円 プロバイダ料金を含みます。

スタンダードプラス
（グローバルＩＰ付与） 4,500円 プロバイダ料金を含みません。

別途契約が必要です。
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シリーズ　光でつながる椎葉村 ④

「地上デジタルテレビとチューナー」の お知らせ

補 助 対 象 者 の 区 分 助成限度額

区分１

・世帯構成員が65歳以上のみの世帯

10,000円
・18歳未満の児童を扶養している配偶者

のない世帯で住民税非課税世帯

・障がい者手帳所持者のみの世帯

・障がい者手帳所持者が属する非課税世帯

区分２ 上記以外の世帯 5,000円

■問い合わせ先
　役場総務課企画観光グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

３）購入に対して
　　助成します

第２回目の説明会日程です。開催時間は、いずれも
午後７時〜午後８時の予定です。

期　　日 地　区 場　　所

７／14（火） 小　崎 小 崎 集 会 セ ン タ ー

15（水） 大河内 本 郷 集 会 所

16（木） 上椎葉 開 発 セ ン タ ー

17（金） 尾八重 上 福 良 集 落 セ ン タ ー

21（火） 尾　向 尾 向 小 学 校 体 育 館

22（水） 鹿野遊 鹿 野 遊 集 会 セ ン タ ー

23（木） 不土野 不土野生活改善センター

28（火） 栂　尾 栂 尾 の 館

29（水） 松　尾 松尾多目的集会センター

30（木） 仲　塔 仲塔生活改善センター

助
成
措
置

お願い
① 加入申込書を、加入促進期間内（９

月30日）までに組合長を通じて
ご提出ください。
＊加入申込書は組合長宛に配布予定です。
＊地デジ、告知放送等のサービスが受け

られるのは申し込んだ建物のみとなりま
す。インターネット加入のご案内は別途
いたします。

＊加入促進期間内に申込を行わなければ、
負担金が発生します。

②「地上デジタルチューナー」又は
「地上デジタルテレビ」を、　今年
11月30日までにご準備ください。
＊購入に当たっては、補助制度（エコポイ

ント制度）もご利用ください。

　「光ファイバーネットワーク」でテレビ放送を見るには、事
前に「地デジ対応テレビ」又は「地デジチューナー」をご準
備いただく必要があります。村では購入に対し補助制度を設
けました。申請書は後日組合長に配布予定です。
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グ
ル
ー
プ
③
積
極
的
支
援

対
象
：
特
定
健
診
結
果
に
よ
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が

高
い
方

内
容
：
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
と
、
個

別
面
接
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
面
接
の
中

で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
改
善
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
改
善

目
標
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動

教
室
や
栄
養
教
室
に
参
加
し
て
頂

き
、
そ
の
都
度
生
活
習
慣
の
ふ
り
返

り
や
目
標
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

が
３
〜
６
ヶ
月
間
受
け
ら
れ
ま
す
。

面
接
か
ら
６
ヶ
月
後
に
、
再
度
面
接

ま
た
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、

目
標
を
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
や
、

グ
ル
ー
プ
①
情
報
提
供

対
象
：
特
定
健
診
を
受
け
た
す
べ
て
の
方

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
〜
74

歳
の
方
に
限
る
）

内
容
：
各
地
区
で
特
定
健
診
結
果
説
明
会

を
実
施
し
、
そ
の
場
で
健
診
結
果
を

本
人
へ
手
渡
し
ま
す
。説
明
会
で
は
、

健
診
結
果
か
ら
現
在
の
自
分
の
体
の

状
態
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
基
本
的
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
②
動
機
づ
け
支
援

対
象
：
特
定
健
診
結
果
に
よ
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
が

出
て
き
た
方

内
容
：
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
と
、
個

別
面
接
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
面
接
の
中

で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
改
善

目
標
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地

区
で
実
施
さ
れ
る
運
動
教
室
に
も
参

加
し
て
頂
き
ま
す
。
面
接
か
ら
６
ヶ

月
後
に
、
再
度
面
接
ま
た
は
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
目
標
を
達
成

で
き
た
か
ど
う
か
や
、
身
体
状
況
や

生
活
習
慣
に
変
化
が
見
ら
れ
た
か
な

ど
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

身
体
状
況
や
生
活
習
慣
に
変
化
が
見

ら
れ
た
か
な
ど
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
特
定
健
診
結
果
説
明
会

ま
た
は
保
健
指
導
（
面
接
）
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
届
い
た
ら
日
時
等
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
食

べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
の
悪
い

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
予

防
・
改
善
が
可
能
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放
置
す
る
と
、
心
臓
病

（
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
）
や
脳
卒
中
（
脳

出
血
、
脳
梗
塞
）
な
ど
命
に
か
か
わ
る
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
保
健
指
導
に
積
極
的
に
参
加

し
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
行
い
「
脱
メ
タ

ボ
! !
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

役
場 

福
祉
保
健
課

　

国
民
健
康
保
険
係

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
８

−

７
５
１
２

　

保
健
予
防
係

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
８

−

７
５
１
０

椎
葉
村
役
場

　

福
祉
保
健
課

健
康
だ
よ
り
№142

▲保健師によるメタボ予防指導

　

平
成
20
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定
健
診
。
そ
れ
ま
で
の
健
診
と
は
違
い
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
椎
葉
村
が
実

施
す
る
特
定
健
診
は
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
〜
74
歳
の
方
を
対
象
と
し
、

今
年
度
は
５
〜
６
月
に
か
け
て
村
内
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
早
め
に
見
つ
け
る
健
診
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
の
た
め
の
『
保
健
指
導
』
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、特
定
健
診
を
受
け
た
方
は
、健
診
結
果
に
応
じ
て
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、『
保
健
指
導
』
を
受
け
て
頂
き
ま
す
。

40
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
は
必
見
! !

特
定
健
診
を
受
け
た
ら
、
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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１
．
高
額
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
、
世
帯
（
課
税
世
帯
・
非
課

税
世
帯
）
に
応
じ
て
、
毎
月
の
自
己
負
担

限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

従
来
の
制
度
に
合
わ
せ
て
年
間
の
自
己
負

担
限
度
額
が
新
た
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。『
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
』

と
い
う
制
度
で
、
第
１
回
目
の
支
給
が
今

年
の
９
月
か
ら
発
生
し
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
に
は
事
前
（
９
月
中
旬
）
に
ハ
ガ
キ

等
で
連
絡
し
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
『
高
額
医
療･

高
額
介
護
合
算
制
度
』

の
対
象
と
な
る
方
は
、
医
療
費
と
合
わ

せ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

に
限
り
ま
す
。

２
．
出
産
育
児
一
時
金
受
取

　
　

代
理
に
つ
い
て

　

従
来
、
出
生
届
の
後
（
医
療
費
の
精
算

後
）
に
国
保
窓
口
に
お
い
て
申
請
を
行

い
、
現
金
で
支
給
さ
れ
て
い
た
『
出
産
育

児
一
時
金
』
が
、
病
院
・
診
療
所
・
助
産

所
が
世
帯
主
に
代
わ
っ
て
受
取
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
お
か
げ

で
退
院
時
に
必
要
と
な
る
窓
口
負
担
（
33

〜
38
万
円
程
度
）
の
資
金
調
達
等
世
帯
主

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
出
産
予
定
日

の
１
ヶ
月
前
か
ら
申
請
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
一
部
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
．
各
種
認
定
証
の
交
付

　
　
（
※
70
歳
未
満
に
限
る
）

　

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
さ
れ
る
場
合

は
、
世
帯
（
課
税
世
帯
・
非
課
税
世
帯
）

に
応
じ
て『
限
度
額
適
用
認
定
証
』と『
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
ま
ず
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
と
は
、

世
帯
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
る
窓
口
負
担
が
生
じ
た

場
合
、
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
限
度

額
ま
で
の
支
払
で
お
さ
ま
り
ま
す
。
次
に

『
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』と
は
、通
常
、

入
院
時
の
食
事
代
が
１
食
あ
た
り
２
６
０

円
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
１
食
が
２
１
０
円
（
通
常
の
50

円
安
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
『
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
』
は
非
課
税
世
帯
の
み
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
ご
家
族
の
方

で
入
院
さ
れ
る
方
（
70
歳
未
満
）
が
い
る

場
合
は
、
必
ず
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』

が
該
当
し
ま
す
の
で
、
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ
! !

課
税
世
帯

　
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
の
み
発
行

非
課
税
世
帯

『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
と
『
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
』
を
発
行

※
課
税
・
非
課
税
の
別
は
、
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
が
判
断

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
そ
の
他
お
知
ら
せ
事
項

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限（
証

の
右
上
に
記
載
）
は
、『
平
成
21
年
７
月
31

日
』
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
保
険

証
は
、
８
月
１
日
の
前
日
ま
で
に
お
手
元

に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
部
、
保
険
税
の

滞
納
に
よ
り
お
手
元
に
届
か
な
い
方
も
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
保
険
税
は
納
期
ま

で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
入
金
が
確
認
（
※

早
く
て
も
金
融
機
関
へ
の
入
金
日
の
翌
日
）

で
き
次
第
、後
日
、送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
例
年
の
通

り
、
８
月
中
に
組
合
長
さ
ん
に
回
収
し
て

頂
く
予
定
で
す
。

国
保
事
業
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

今
年
も
無
事
に
地
区
巡
回
健
診
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
は
健
診
の
結
果
を
受
け
、
各
地
区
に
お
い
て
結
果
説
明
会
や
健
康
教

室
等
を
行
い
ま
す
。
開
催
日
時
は
、
館
長
さ
ん
及
び
組
合
長
さ
ん
経
由
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
ご
近
所
（
※
国
保
以
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
）
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
昨
今
の
国
保
事
業
に
つ
い
て
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
項
目
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

国
民
健
康
保
険
係

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
８

−

７
５
１
２
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「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」と
は
？

　

全
国
の
公
立
病
院
は
、
ほ
と
ん
ど
が
赤

字
経
営
で
あ
り
、
そ
の
赤
字
分
は
市
町
村

か
ら
の
一
般
会
計
繰
出
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
か
ら
『
各
公
立
病
院
は
、
20
年

度
中
に
23
年
度
ま
で
の
赤
字
軽
減
の
経
営

改
善
計
画
書
を
作
成
せ
よ
』
と
の
指
示
が

あ
り
、
当
院
も
「
椎
葉
村
国
民
健
康
保
険

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

皆
様
に
計
画
の
概
要
を
公
開
し
ま
す
。

「
椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

改
革
プ
ラ
ン
」
概
要

① 

経
営
効
率
化
に
つ
い
て

　

経
費
削
減
を
単
な
る
職
員
数
の
削
減

に
よ
る
人
件
費
等
の
削
減
で
な
く
、
現
況

事
業
規
模
（
一
般
病
床
30
床
で
看
護
基
準

10
：
１
体
制
の
病
院
）
の
維
持
と
病
院
全

体
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
は
研

修
・
学
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
免
許
・

認
定
証
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
必

要
な
組
織
機
能
の
充
足
と
し
て
、
臨
時
職

員
の
嘱
託
職
員
制
度
移
行
や
業
務
の
民
間

委
託
等
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
新
築
さ
れ
た
当
院
は
、
14

年
が
経
過
し
、
施
設
・
備
品
共
に
点
検
管

理
や
維
持
補
修
の
経
費
増
額
が
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
現
在
の
動
系
を
考
慮
の
上
、
施

設
の
増
改
築
や
備
品
の
更
新
等
を
積
極
的

に
検
討
し
ま
す
。
特
に
新
医
療
機
器
（
Ｃ

Ｔ
等
）
の
購
入
に
関
し
て
は
、
投
資
効
果

と
購
入
維
持
経
費
等
の
比
較
検
討
を
充
分

に
行
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
材
料
費
の

節
減
の
た
め
、
後
発
医
薬
品
等
を
積
極
的

に
導
入
し
ま
す
。
又
、
収
益
を
上
げ
る
た

め
、公
衆
衛
生
活
動
の
充
実
を
図
っ
た
り
、

個
室
料
金
等
を
見
直
し
た
り
、
更
な
る
未

収
金
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て

は
、
16
年
度
は
１
・
８
億
円
有
っ
た
の
を

19
年
度
に
１
・
２
億
円
ま
で
減
ら
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
更
に
23
年
度
ま
で
に
２
千
万

減
ら
し
て
基
準
内
限
度
額
で
あ
る
１
億
円

と
す
る
事
を
目
標
に
お
き
ま
し
た
。

② 

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て

　

当
院
の
地
理
的
条
件
か
ら
、
現
状
体
制

（
有
床
病
院
）
以
外
で
は
、
考
え
に
く
い

事
か
ら
、
へ
き
地
拠
点
病
院
と
し
て
の
現

機
能（
住
民
診
療
、健
康
予
防
医
療
、巡
回
・

訪
問
診
療
、
学
校
医
、
産
業
医
活
動
な
ど
）

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
一
方
、
介
護
面
に

関
し
て
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
等
に
よ
る
介

護
関
連
機
関
と
の
情
報
を
共
有
し
、
連
携

を
密
に
し
ま
す
。
更
に
救
急
告
示
病
院
と

し
て
は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
や
専
門
病

院
な
ど
の
医
療
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

医
療
機
関
相
互
の
連
携
体
制
を
構
築
し

ま
す
。

③ 

経
営
形
態
の
見
直
し
と

　
　
　

点
検
・
評
価
に
つ
い
て

　

現
在
の
経
営
形
態
の
ま
ま
（
公
営
企
業

法
財
務
適
用
）
公
立
病
院
と
し
て
経
営
し

て
い
き
ま
す
。「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
点
検
・
評
価
は
、
既
存
の
病
院
運
営
協

議
会
を
毎
年
１
回
開
催
し
、
指
摘
事
項
に

関
し
て
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
院
内
運

営
委
員
会
で
具
体
策
等
を
協
議
し
ま
す
。

職
員
へ
の
啓
蒙
は
毎
月
の
院
内
定
例
会
で

図
り
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
椎
葉
村

民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
世
界
一
の
か
か
り

つ
け
病
院
」
を
目
指
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　

☎
０
９
８
２

−

６
７

−

２
０
０
８

　

６
月
に
新
し
い
Ｃ
Ｔ
が
入
り
ま
し
た
。

従
来
の
物
よ
り
画
像
が
鮮
明
な
上
、
撮
影

時
間
が
短
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
造
影
剤

自
動
注
入
装
置
も
揃
え
ま
し
た
の
で
、
血

管
の
状
態
（
血
栓
等
）
臓
器
・
病
変
の
血

流
状
況
が
判
明
す
る
事
で
、
診
断
に
あ

た
っ
て
の
情
報
量
が
増
え
、
脳
梗
塞
な
ど

の
病
気
も
発
見
し
易
く
な
り
ま
し
た
。

▲

新
し
く
な
っ
た
椎
葉
病
院
の
Ｃ
Ｔ

　
（
全
身
用
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
装
置
）

※
Ｃ
Ｔ
と
は
全
身
用
Ｘ
線
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
ー
断
層
撮
影
装
置
の
略
で
す
。

病
院
の
Ｃ

シ

ー

Ｔ
テ
ィ
ー

が

新
し
く
な
り
ま
し
た

▲

地
域
に
根
ざ
す
椎
葉
病
院

椎
葉
病
院
の
経
営
改
善
を
図
り
ま
す

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
作
成
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ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
た
ら
ど
う
か
」

と
勧
め
て
引
き
留
め
た
。
二
人
の
共
同
生
活
が

始
ま
っ
た
が
「
も
は
や
源
氏
だ
の
平
家
だ
の
と

い
う
時
代
で
は
な
い
」
と
、
二
人
は
夫
婦
と
な

り
、
小
太
郎
も
鎌
倉
に
は
帰
ら
ず
、
そ
の
ま
ま

二
人
は
保
口
で
一
生
を
終
わ
っ
た
。
そ
の
屋
敷

が
、保
口
で
は
那
須
サ
サ
エ
家
で
あ
る
、と
い
う
。

　

こ
の
岩
奥
若
宮
神
社
西
三
百
メ
ー
ト
ル
ば
か

り
、
岩
奥
集
落
の
中
央
で
、
岩
奥
の
バ
ス
停
側

の
通
称
井
川
に
「
鬼
山
御
前
の
手
植
え
の
杉
」

と
「
産う

ぶ

湯ゆ

水み
ず

」
と
が
あ
る
。「
手
植
え
の
杉
」

は
焼
け
て
今
は
根
元
を
残
す
だ
け
だ
が
、
直
径

二
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
木
で
、
切
り
株
の
洞
穴

に
、
高
さ
六
十
セ
ン
チ
ば
か
り
の
地
蔵
様
が
祭

ら
れ
、
線
香
が
焚
れ
、
花
・
水
・
酒
カ
ッ
プ
・

菓
子
が
手
厚
く
供
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
下
か

ら
は
清
冽
な
水
が
湧
き
だ
し
て
、
差
し
渡
し
三

メ
ー
ト
ル
と
五
・
四
メ
ー
ト
ル
の
半
月
形
の
池

を
な
し
、
廻
り
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ

て
い
た
。か
つ
て
は
生
活
用
水
だ
っ
た
よ
う
だ
。

枯
れ
た
大
木
に
は
鞘さ

や

堂ど
う

が
あ
り
、
脇
か
ら
一
抱

え
も
あ
る
ひ
こ
ば
え
の
大
杉
が
生
え
て
い
た
。

　

今
、
私
た
ち
は
泉
町
柿
迫
の
鬼
山
御
前
の
伝

説
と
、
椎
葉
村
の
鶴
富
姫
の
伝
説
が
酷
似
し
て

い
る
こ
と
に
驚
く
。
た
だ
伝
説
は
歴
史
で
は
な

い
。
ど
ち
ら
か
が
正
し
い
、
な
ど
と
は
決
し
て

言
わ
な
い
。
む
し
ろ
共
通
し
て
伝
承
さ
れ
て
い

る
。敵
味
方
が
恩お

ん

讐し
ゅ
うを
越
え
て
仲
良
く
暮
ら
す
、

つ
ま
り
柿
迫
の
言
い
方
で
言
え
ば
「
も
は
や
源

氏
だ
の
平
家
だ
の
と
い
う
時
代
で
は
な
い
」
と

言
っ
て
、
平
家
の
官
女
と
源
氏
の
武
将
と
が
夫

婦
に
な
っ
た
、
と
言
い
、
そ
の
子
孫
た
ち
が
、

そ
の
伝
承
を
熱
く
言
い
伝
え
て
、
代
々
、
温
和

な
村
風
を
醸か

も

し
出
し
て
き
た
こ
と
に
刮か

つ

目も
く

す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
九
州
中
央
山
地
の
森
林

文
化
の
豊
か
さ
に
、
改
め
て
驚
き
、
こ
れ
を
身

を
も
っ
て
言
い
伝
え
た
人
々
に
感
謝
す
る
の
で

あ
る
。
柳
田
翁
の
学
問
は
、
そ
う
し
た
学
問
で

あ
る
。

　
（
西
南
学
院
大
学 

名
誉
教
授　

山
中 

耕
作
）

あ
り
、
束
帯
の
天
神
雛
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

母
乳
が
出
る
神
と
い
う
か
ら
山
姥
。
足あ

し

柄が
ら

山や
ま

で

言
え
ば
母
神
で
あ
ろ
う
。
金
時
に
当
た
る
若
宮

神
社
は
、
そ
の
子
神
。
建
磐
龍
命
と
も
い
う
か

ら
、
阿
蘇
修
験
が
奉
祭
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
鬼
山
御
前
の
使
い
水
」・
鬼
山

御
前
の
墓
・
保
口
若
宮
神
社
・
鬼
山
御
前
が
住
み
、

そ
の
子
孫
に
継
承
さ
れ
た
家
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
由
緒
あ
る
至
聖
地
。

　

同
じ
泉
町
柿
迫
字
岩い

わ

奥お
く

に
は
「
岩
奥
の
阿
蘇

神
社
」
と
呼
ば
れ
る
『
岩
奥
若
宮
神
社
』
が
あ

る
。
神
紋
は
、
違
い
鷹
の
羽
。
確
か
に
阿
蘇
神

社
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
無
格
社
だ
が
、
岩

奥
集
落
の
氏
神
で
あ
る
。
祭
神
は
神
社
庁
届
け

で
は
大お

お
さ
さ
ぎ
の
み
こ
と

鷦
鷯
尊
だ
が
、
大お

お
や
ま
ず
み
の
み
こ
と

山
祇
命
と
も
い
う
。

し
か
し
、実
は
鬼
山
御
前
の
弟
久ひ

さ

茂し
げ（
ク
モ
と
も
）

で
あ
る
、
と
も
言
う
。
久
茂
は
神
社
か
ら
五
家

荘
寄
り
の
所
に
「
久く

茂も

の
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る

所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
、
と
い
い
、

今
も
住
民
か
ら「
久く

茂も

さ
ん
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
て
、
岩
隈
若
宮
神
社
の
神
殿
は
二
間
と
二
間

半
、
拝
殿
二
間
半
四
方
。
旧
六
月
十
五
日
と
旧

十
一
月
十
五
日
が
祭
礼
で
あ
る
。
氏
子
の
伝
承

に
よ
れ
ば
、
平
家
の
官
女
玉
虫
は
、
屋
島
の
合

戦
で
小
舟
に
乗
り
、
日
の
丸
の
軍
扇
を
舳へ

先さ
き

に

立
て
て
、
源
氏
を
挑

ち
ょ
う

発は
つ

し
た
と
い
い
、
屋
島
の

戦
い
は
、
那
須
与
一
宗
高
が
こ
の
軍
扇
を
射
落

と
し
て
集
結
す
る
。
そ
の
後
玉
虫
は
、
鬼
山
御

前
と
改
名
し
、
源
氏
の
目
を
逃
れ
て
、
弟
久
茂

と
と
も
に
、
日
向
を
経
て
生
ま
れ
故
郷
の
岩
奥

に
帰
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
源
氏
の
追
求
は
激
し

く
、
那
須
与
一
の
弟
大
八
が
平
家
の
残
党
を
求

め
て
椎
葉
山
に
入
っ
た
が
、帰
国
復
命
が
遅
か
っ

た
の
で
、
頼
朝
は
与
一
嫡
男
小
太
郎
宗む

ね

治は
る

を
第

二
の
追
討
使
と
し
て
派
遣
し
た
。
そ
の
小
太
郎

の
部
隊
が
岩
奥
を
通
過
し
、
平
家
落
人
が
潜ひ

そ

む

五
家
荘
に
向
か
っ
た
と
き
、
鬼
山
御
前
は
、
平

家
一
門
の
者
を
討
た
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
そ

の
あ
と
を
追
い
、
三
本
木
峠
か
ら
坂
本
に
急
ぎ
、

と
う
と
う
保
口
で
追
い
つ
い
た
。
そ
し
て
「
こ

の
奥
は
人
の
住
め
る
所
で
は
な
い
。
こ
こ
に
留

　
「
鬼
山
御
前
の
使
い
水
」
だ
と
い
い
、
現
在

も
熊
本
県
内
一
円
か
ら
、
母
乳
の
出
な
い
婦
人

が
、
こ
の
清
水
を
頂
い
て
行
く
、
と
い
う
。

　

お
堂
の
前
の
苔
道
を
、
さ
ら
に
百
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
上
る
と
、
木
立
に
囲
ま
れ
た
削
平
地
が

あ
っ
て
、
左
（
西
）
側
に
は
那
須
サ
サ
エ
氏
の

屋
敷
で
あ
る
。
か
つ
て
鬼
山
御
前
が
住
ん
で
い

た
と
い
う
。
屋
敷
の
北
側
は
軒
丈
ば
か
り
の
石

垣
が
築
か
れ
、
石
段
に
上
が
る
と
、
そ
の
左
右

は
墓
地
に
な
っ
て
い
て
、
左
（
西
）
側
に
は
「
鬼

山
御
前
の
墓
」
が
あ
る
。
台
座
と
も
に
高
さ

百
五
十
セ
ン
チ
。
塔
身
は
高
さ
八
十
セ
ン
チ
、

二
十
四
セ
ン
チ
・
二
十
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
左
側

面
に
曰い

わ

く
は
不
明
だ
が
「
日
向
國
中
野
郡
今
佐

村
」。
正
面
に
は
「
鬼
山
御
前
之
墓
」。
左
側
面

に
「
元
歴
元
年
（
一
一
八
四
）
十
月
十
四
日
・
明

治
三
十
三
年
再
建
」と
あ
る
。
向
か
っ
て
右（
東
）

側
は
雑
然
と
し
た
墓
地
で
、
那
須
家
一
族
の
墓

だ
と
い
う
。
双
方
の
墓
の
間
を
約
十
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
北
側
に
上
が
る
と
、
右
（
東
）
側
の
竹
藪

の
中
に
保
口
若
宮
神
社
が
あ
る
。
無
格
社
だ
が

保
口
集
落
の
氏
神
。
枕
大
の
石
が
無
数
に
積
み

上
げ
ら
れ
、
立
派
な
社
壇
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

鳥
居
は
屋
根
を
葺ふ

い
た
四
つ
足
鳥
居
で
、
驚
く
。

神
殿
は
一
間
半
四
方
、
幣
殿
は
半
間
と
一
間
半
、

拝
殿
は
二
間
半
四
方
で
あ
る
。
拝
殿
に
は
多
数

の
絵
馬
が
飾
ら
れ
、
往
事
の
神
威
が
偲
ば
れ
る
。

神
殿
内
の
お
厨ず

子し

に
は
、
絵
扇
に
所
謂
十
二
単

衣
の
鬼
山
御
前
像
。
そ
れ
と
若
宮
神
。
こ
れ
は

ず
ん
ぐ
り
し
た
束
帯
姿
で
、
実
は
建た

け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

磐
龍
命
だ

と
い
う
。
今
一
体
の
男
神
像
は
「
確
か
天
神
様
」

と
か
。
祭
礼
は
旧
十
月
十
四
日
が
鬼
山
御
前
の

日
、
旧
十
一
月
十
五
日
が
若
宮
神
の
日
。
今
に

母
乳
の
出
な
い
婦
人
の
お
参
り
が
絶
え
な
い
と

い
う
。
下
の
薮
の
中
に
は
倒
壊
寸
前
の
小
祠
が

　
『
鶴
富
姫
と
大
八
郎
の
恋
』
に
も
類
話
、
つ

ま
り
同
じ
形
式
の
別
途
伝
承
が
あ
る
。

　

場
所
は
熊
本
県
八
代
市
。
球
磨
川
源
流
の
泉

町
で
あ
る
。
椎
葉
村
不
土
野
か
ら
は
県
境
を
越

え
て
西
側
の
熊
本
県
八
代
市
泉
町
五
家
荘
に
入

り
、
そ
の
五
家
荘
に
隣と

な

る
泉
町
の
柿か

き

迫さ
こ

保ほ

口ぐ
ち

の

那
須
サ
サ
エ
家
の
家
伝
で
あ
る
。
い
っ
た
い
保
口

は
、
五
家
荘
の
樅も

み

木ぎ

・
椎
原
・
小
原
か
ら
米
・
塩

を
受
け
取
り
に
来
て
い
た
、
と
い
い
、
さ
ら
に
は
、

こ
こ
か
ら
五
木
村
・
人
吉
市
に
通
う
重
要
な
中

継
地
。
保
口
は
、
そ
の
泉
町
柿
迫
と
五
木
村
と

の
境
に
当
た
る
。
那
須
家
は
、
三
本
木
峠
を
源

流
と
す
る
下し

も

鶴づ
る

谷だ
に

沿
い
（
下
流
は
川
辺
川
）
の

往
還
に
あ
る
。
渡わ

た

瀬せ

橋
付
近
で
舌
状
に
張
り
出

し
た
台
地
が
あ
っ
て
、
そ
の
カ
ー
ブ
内
側
に
建
て

掛
け
ら
れ
た
金
属
の
階
段
を
三
十
段
ば
か
り
上

が
る
と
、
ま
ず
九
十
七
セ
ン
チ
と
二
百
五
十
セ
ン

チ
の
格
子
の
は
ま
っ
た
お
堂
が
あ
る
。
中
に
左
の

乳
房
を
左
手
で
押
さ
え
、
横
座
り
し
た
高
さ
約

五
十
セ
ン
チ
の
女
神
石
像
が
あ
る
。
が
、
新
し

い
お
作
で
「
鬼
山
御
前 

平
成
元
年
十
月
十
四
日
」

の
銘
が
あ
る
。
そ
の
像
の
右
側
の
仏
壇
に
、
古
風

な
束そ

く

帯た
い

姿
の
男
性
像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
女
神

像
よ
り
や
や
小
さ
く
高
さ
約
四
十
セ
ン
チ
。
男

神
像
だ
が
、
こ
れ
が
も
と
か
ら
あ
る
鬼
山
御
前

像
だ
と
い
う
。
そ
の
前
に
「
筑
前
琵
琶 

日
本
橘

会
大
和
流
某
」
氏
の
名
刺
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。

現
在
も
琵
琶
演
奏
家
が
お
参
り
す
る
ら
し
い
。

　

こ
の
お
堂
の
右
に
岩
の
露
出
が
あ
っ
て
、
小

さ
な
穴
か
ら
、清
冽
な
水
が
噴
き
出
し
て
お
り
、

桶ひ

が
掛
け
ら
れ
、刳く

り
船
に
受
け
ら
れ
て
い
る
。

椎
葉
の
民
話
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「
鶴つ

る

富と
み

姫ひ
め

と
大だ

い

八は
ち

郎ろ
う

の
恋こ

い

」

椎
葉
の
散
歩
道
（
後
編
の
二
）



むらのできごと

　

尾
向
小
学
校
の
入
口
で
長
年
親
し
ま
れ

て
き
た
不
土
野
簡
易
郵
便
局
が
移
転
。
向

山
地
区
の
入
口
に
新
築
さ
れ
、
５
月
７
日

に
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。「
地
域
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
用
事
が
無
く
て
も
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
」
と
新
局
長
の
椎
葉
由ゆ

利り

子こ

さ
ん
（
水
無
）。
地
域
に
根
ざ
し
、
親
し

ま
れ
る
郵
便
局
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

赤
い
ポ
ス
ト
が
目め

標じ
る
し

で
す

尾
向
の
郵
便
局
が

　
　
　

新
築
移
転

▲入口に立つ昔なつかしい真っ赤なポスト。椎葉由利子
局長が笑顔でお迎えします（６月26日）

　

５
月
８
日
、宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た「
商

工
女
性
の
主
張
大
会
」
に
お
い
て
、
東
臼

杵
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
で
出
場
し
た
村
商
工
会

女
性
部
の
甲
斐
ミ
ハ
ル
さ
ん
（
上
椎
葉
下

２
）
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
女
性
部
活
動

や
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
発

▲

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
甲
斐
ミ
ハ
ル
さ
ん

「
商
工
会
女
性
部
に
入
り
、
悩
み
や
夢
を

語
り
合
え
る
仲
間
と
出
会
え
て
本
当
に
よ

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

甲
斐
ミ
ハ
ル
さ
ん

　
　
　
　

最
優
秀
賞

　

尾
向
小
学
校
、
椎
葉
中
学
校
出
身
の
同

級
生
二
人
が
全
国
大
会
へ
！ 

藏ぞ
う

座ざ

元げ
ん

気き

く
ん
（
追
手
納
）
と
椎
葉
優ゆ

う

太た

く
ん
（
向

山
日
当
中
）
が
九
州
代
表
と
し
て
、
７
月

28
日
に
奈
良
県
で
開
会
さ
れ
る
「
近
畿
ま

ほ
ろ
ば
総
体
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

目
指
せ
全
国
入
賞
！ 

み
ん
な
で
二
人

を
応
援
し
よ
う
! !

元
気
く
ん　
優
太
く
ん

全
国
高
校
総
体 

出
場
決
定
! !

　

陸
上
男
子
砲
丸
投
げ
に
出
場
す
る
宮
崎

工
業
高
校
３
年
の
藏
座
元
気
く
ん
。
14
ｍ

57
を
投
げ
県
大
会
優
勝
。
熊
本
市
で
行
わ

れ
た
南
九
州
大
会
で
は
準
優
勝
。
全
国
大

会
で
の
目
標
記
録
は
15
ｍ
50
で
、
決
勝
進

出
と
８
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
に
出
場
す
る
日
章
学
園
高

校
３
年
の
椎
葉
優
太
く
ん
。
階
級
は
フ
ラ

イ
級
（
48
〜
51
キ
ロ
）。
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
九
州
大
会
で
優
勝
し
、
九
州

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
大

会
で
は
ベ
ス
ト
４
以
上
を
目
指
し
ま
す
。

表
。
甲
斐
さ
ん
は
「
地
域
を
愛
し
地
域
の

人
か
ら
愛
さ
れ
る
店
創づ

く

り
を
目
指
し
て
」

と
題
し
、
村
内
唯
一
の
写
真
館
（
先
代
・

故 

甲
斐
藤
美
さ
ん
）
を
３
年
前
に
引
き

継
い
だ
経
験
を
中
心
に
、
夫
の
宗
昭
さ
ん

や
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
３
人
の
子
ど
も
た

ち
と
家
族
ぐ
る
み
で
挑
ん
で
き
た
未
知
の

分
野
へ
の
熱
意
や
苦
労
を
話
し
ま
し
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
指
導
の
お
か
げ
で
す
」
と

謙
虚
に
語
る
甲
斐
さ
ん
。
次
は
７
月
に
鹿

児
島
県
で
開
か
れ
る
九
州
大
会
に
宮
崎
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
村

商
工
会
女
性
部
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

響
き
ま
し
た
。

県
商
工
女
性
主
張
大
会

Public Relations of  SHIIBA 102009（H21）７月号
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椎葉
晃充
村長の

６月の
動き

１
日　

庁
議

２
日　

入
札

　
　
　
耳
川
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
総
会

　
　
　

耳
川
流
域
国
土
保
全
協
議
会
総
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

４
日　

県
砂
防
協
会
総
会
（
宮
崎
市
）

５
日　

県
乾
椎
茸
品
評
会
（
宮
崎
市
）

９
日　

６
月
定
例
議
会

11
日　

父
の
日
花
束
贈
呈

12
日　

県
町
村
会
臨
時
総
会
（
宮
崎
市
）

16
日　

村
長
選
挙
告
示

21
日　

村
長
選
挙
投
開
票

22
日　
県
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会（
宮
崎
市
）

23
日　

村
長
選
挙
当
選
証
書
付
与
式

　
　
　

入
札

24
日　
国
道
３
８
８
号
期
成
同
盟
会（
美
郷
町
）

26
日　

み
す
ず
会
（
宮
崎
市
）

29
日　

入
郷
地
域
開
発
期
成
同
盟
会

30
日　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
栂
尾
・
大
河
内
）

▲「村長は椎葉村のお父さん」父の日に村婦
人会から村長と教育長へ花束贈呈（11日）

お世話になっているあの方に、
遠くの親戚に「ふるさとの味」を
お届けします。

椎葉の おいしい

贈りもの
【平家本陣セット】2,900円

竹の子キムチ・椎茸佃煮・わらびの酢漬・くさ
ぎな飯の素・紫蘇の千枚漬け・えのはの甘露煮・
椎葉自然水・釜煎り茶

【ふるさと納涼セット】2,500円

椎葉そば二人前・つゆ一番・夏野菜５点・ブルー
ベリー

【手作りお菓子セット】2,000円

ひえつき浪まん・焼きもち・山椒クッキー・そ
ばクッキー・梅ジャム・ブルーベリーどら焼き・
柚子どら焼き・よもぎ万十

（クール代込み）

【注文・問い合わせ先】
椎葉村物産センター「平

へ い

家
け

本
ほ ん

陣
じ ん

」
　電　　　話：０９８２−67−３１３９
　ファックス：０９８２−67−３１４４
　E-mail：s-heike@mx61.tiki.ne.jp
　営業時間　９時から18時
　定 休 日　毎週水曜日

■全国発送いたしますが、送料が別途必
要になります。

《予約受付期間》7／31（金）まで
《発 　 送 　 日》8／1（土）〜８（土）



Public Relations of  SHIIBA 1�2009（H21）７月号

カメラ さんぽ

　地区対抗の９人制バレーボールに、男子13
チーム、女子７チームが出場。熱戦が繰り広
げられました。

▲女子の部で悲願の初優勝！ 尾向ドリームチームと椎葉 勝 監督

第28回　椎葉村体力づくり
　　　　　　バレーボール大会

　　　  （6月28日･村体育館）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

　

一
本
一
本
て
い
ね
い
に
、
田
植
え
を
す

る
子
ど
も
た
ち
。
秋
に
お
い
し
い
お
餅
を

食
べ
よ
う
と
、
お
米
作
り
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。（
６
月
９
日
・
椎
葉
小
学
校
）

大
き
く
大
き
く
育
っ
て
ね

尾
向
少
年
剣
道
が
中
央
大
会
へ
！

　６月20日に諸塚村で行われたスポーツ少年団

日向・東臼杵郡ブロック大会。剣道競技・女子

の部に尾向少年剣道が出場し見事準優勝！ ５

年ぶりに中央大会へのキップを手にしました。

同少年団は過去に国体の全国チャン

ピオンを排出した名門チーム。７月

の中央大会では、予選リーグ突破を

目指し、週３日の練習に励みます。

▲小崎川でのカヌー体験。次々飛び込んだ川遊び（６月26日・小崎小学校）

▲ヤマメの調理と試食。太鼓の指導と披露（６月25日・松尾小学校）

　今年で18回目となった草川小
（門川町）と村内の小学生の交流
会。それぞれの５年生が５月には
海へ、６月は山へ、２泊３日のホー
ムステイ。違う環境を体験し合い、
たくさんの想い出ができました。

ふれあい交流椎葉



お 知 ら せ
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【問い合わせ先】役場 総務課 企画情報グループ
　☎０９８２−６７−３２０３  ※村のホームページもご覧ください！

夏の椎葉へ
　ようこそ！！

尾向渓谷まつり
8／15（土）

場所：尾向小学校他

釣り大会　６：30 〜（有料）
魚つかみ取り　午後
各種イベント　夕方
花火大会

しいば花火大会
7／25（土）

場所：椎葉中学校

魚つかみ取り　13：00 〜
　　　　　　　（500円）
太 　 鼓 　 他　17：00 〜
花　　　　火　20：00 〜

矢立高原まつり
8／22（土）
場所：矢立高原

　　　　キャンプ場

バーベキュー大会他 10：00〜
※大　人：2,500円
　子ども：1,000円
　（当日券500円増）

小丸川源流まつり
7／19（日）

場所：栂尾 尾崎地区

釣り大会　８：30 〜（有料）
バーベキュー大会他

※大　人：1,000円
　子ども：　500円

イベント
情報

出場者
募集

第
23
回

ひえつき節
日本一大会
予選９月12日（土）・決勝13日（日）

【会　場】椎葉村開発センター

【部　門】正調・一般・少年少女

　　　　　※少年少女（中学生以下）は決勝のみ

【参加料】2,000円（少年少女1,000円）※観覧無料

【申込締切】

　８月７日（金）
【問い合わせ先】

「ひえつき節」日本一大会 

実行委員会 事務局

（役場 総務課 企画観光

グループ内）

　☎0982−67−3203

　ファックス

　　0982−67−2825

　

細
島
八
幡
宮
の
夏
祭
り
「
細
島
み
な
と
ま

つ
り
」
は
、
男
た
ち
が
か
つ
ぎ
あ
げ
た
東
西

の
太
鼓
台
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
勝
負

を
競
う
勇
壮
な
祭
り
で
す
。

　

細
島
八
幡
宮
の
ご
神
体
を
の
せ
た
神
輿

が
、
は
た
め
く
大
漁
旗
に
守
ら
れ
て
海
上
を

パ
レ
ー
ド
す
る
御
神
幸
も
行
わ
れ
、
航
海
安

全
と
大
漁
を
祈
願
し
ま
す
。

■
期
日　

７
月
17
日
（
金
）
〜
19
日
（
日
）

■
場
所　

細
島
港
付
近

「
細
島
み
な
と
ま
つ
り
」

日　

向　

市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
へ
行
こ
う
よ
！

■
内
容　

こ
ど
も
神
輿
・
こ
ど
も
太
鼓
台
・

神
輿
の
御
神
幸
・
親
子
太
鼓
台
・

海
上
卸
渡
・
太
鼓
台 

な
ど

※
ス
テ
ー
ジ
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
民

謡
・
カ
ラ
オ
ケ
等
）
も
あ
り
ま
す
。

■問い合わせ先
　細島みなとまつり奉賛会
　　☎０９８２−５３−３７４５



■期　　日　８月10日（月）
■時　　間　14:00 〜 16:30
■そ の 他　検査手数料が必要です
■問い合わせ先
　役場 総務課 企画観光グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

労働安全衛生法に基づく
免許試験のご案内

　本年度は宮崎大学農学部におい
て、次の日程により実施されます。

【試験日】８月22日（土）
　①第一種衛生管理者
　②第二種衛生管理者
　③クレーン･デリック運転士
　　（クレーン限定）
　④移動式クレーン運転士
　⑤潜水士
　⑥発破技士
　⑦林業架線作業主任者

【試験日】８月23日（日）
　⑧一級ボイラー技士
　⑨二級ボイラー技士
　⑩ボイラー整備士
■試験申請書提出先
※①〜④、⑧〜⑩
　（社）宮崎労働基準局
　　☎０９８５−２５−１８５３
※⑤、⑥　建設業労働災害
　防止協会 宮崎支部
　　☎０９８５−２０−８６１０
※⑦林業･木材製造業
　労働災害防止協会 宮崎県支部
　　☎０９８５−２４−７９３０
■問い合わせ先
　　上記の団体 又は
　九州安全衛生技術センター
　　☎０９４２−４３−３３８１

税の納期（７月分）
納期限内に納めましょう。
　【固定資産税】（２期）
　【国民健康保険税】（２期）
■納　期　限　７月31日
■口座振替日　７月27日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　７月14日（火）
　　　　８月11日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　８：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　７月21日（火）
　　　　８月17日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日

（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■時間　10：00 〜 15：00

■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

被爆者健康手帳を
お持ちの皆さまへ

　被爆者健康手帳及び健康診断受給
者証をお持ちのみなさんを対象とし
た平成21年度がん検診を、県内９機
関で実施します。
　受診料は無料ですので、健康管理
のために受診されるようお知らせし
ます。
　なお、検診日は各医療機関により
異なりますので、あらかじめお近く
の保健所にお問い合わせください。
■実施期間　８月〜 12月
■実施機関
　宮崎・延岡・日南の各県立病院、
都城健康サービスセンター、小林市
立病院、済生会日向病院、高千穂町
国民健康保険病院、串間市民病院、
国立病院機構宮崎病院
■問い合わせ先
　県庁 健康増進課
　　☎０９８５−２６−７０７９
　日向保健所
　　☎０９８２−５２−５１０１

はかりの検査を行います
　計量法により取引・証明に関する
はかりは２年に１回定期検査を受け
なければなりません。取引・証明に
使用するはかりを所有している方は
必ず受検するようお願いいたします。
■検査会場　村開発センター

募集します！「自衛官」

■受付期間　８月１日（土）〜９月11日（金）
■問い合わせ先　自衛隊 日向地域事務所　　 ☎０９８２−５２−６９１４
　　　　　　　　役場 総務課 行政グループ　☎０９８２−６７−３２０１

募　集　種　目 資　　格 １　次　試　験

一 般 曹 候 学 生（男女） 18歳〜 27歳未満 ９月19日（土）

２等陸・海・空士（男子） 18歳〜 27歳未満 ９月19日（土）

２等陸・海・空士（女子） 18歳〜 27歳未満 ９月27日（日）・28日（月）

航　空　学　生（男女） 高卒（見込含）〜 21歳未満 ９月23日（水）

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●６月１日現在
　男　　1,566人（−　3）
　女　　1,584人（−　4）
　計　　3,150人（−　7）
世帯数　1,256戸（＋　1）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2009（H21）７月号
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

甲
斐 

悠ゆ
う

士し 

く
ん

（
若
宮
住
宅
）
誠
・
秀
美 

さ
ん

　
　

椎
葉 

幸こ
う

始じ 

く
ん

（
向
山
日
当
中
）
貴
幸
・
幸
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

山
中 　

明 

様
（
87
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
桑
の
木
原
）

　

那
須 

ハ
ツ
エ 

様
（
94
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
尾
田
山
中
）

　

甲
斐 

オ
ト
ゲ
サ 

様
（
95
歳
）

　
　
　

尾
向
（
向
山
日
添
）

　

椎
葉 

邦
利 

様
（
65
歳
）

　
　
　

小
崎
（
臼
杵
俣
）

　

椎
葉 

美
義 

様
（
76
歳
）

　
　
　

松
尾
（
上
松
尾
）

　

平
岡 

カ
メ 

様
（
90
歳
）

　
　
　

松
尾
（
栗
の
尾
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

那
須 

喜
一 

様
（
間
柏
原
）

　
　
　
（
故 

那
須 

ブ
ン 

様
）

　

椎
葉 

キ
ヨ
子 

様
（
臼
杵
俣
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

邦
利 

様
）

　

平
岡 　

擴 

様
（
栗
の
尾
）

　
　
　
（
故 

平
岡 

カ
メ 

様
）

　

山
中 　

誠 

様
（
桑
の
木
原
）

　
　
　
（
故 

山
中 　

明 

様
）

　

那
須 

久
市 

様
（
尾
田
山
中
）

　
　
　
（
故 

那
須 

ハ
ツ
エ 

様
）

　

甲
斐 　

満 

様
（
向
山
日
添
）

　
　
　
（
故 

甲
斐 

オ
ト
ゲ
サ 

様
）

一
般
寄
附　
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ

　
　
　
　
　
　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

村
長
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会 
実
行
委
員
会

戸
籍
だ
よ
り
（
５
月
届
出
分
）

１
日　

日
向
支
部
消
防
操
法
大
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

３
日　

乳
ガ
ン
検
診
（
〜
８
日
）

　
　
　

小
中
学
校
登
校
日

　
　
　

焼
畑
体
験
学
習
（
尾
向
小
）

４
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　
　
　

郡
体
合
同
練
習
会

11
日　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

９
月
期
村
子
牛
品
評
会

　
　
　
　
（
那
須
橋
）

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

郡
体
合
同
練
習
会

15
日　

尾
向
渓
谷
ま
つ
り

16
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

17
日　

心
配
ご
と
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

郡
体
合
同
練
習
会

18
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

20
日　

世
代
間
交
流

　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
会

21
日　

小
中
学
校
登
校
日

22
日　

矢
立
高
原
ま
つ
り

23
日　

郡
民
体
育
大
会
（
諸
塚
村
）

25
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診
・
予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

28
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

31
日　

９
月
期
子
牛
育
成
郡
共
進
会

　
　
　
　
（
延
岡
市
）

８
月
の
主
な
行
事

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより松尾小学校

松尾小 教諭

向
むか

江
え

 裕
ゆう

二
じ

 さん

　

と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
な
題
名
の

本
で
す
が
、
私
た
ち
の
便
利
な
生
活

の
あ
り
が
た
さ
や
世
界
の
平
和
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
本
で
す
。

『
ぼ
く
が
ラ
ー
メ
ン
た
べ
て
る
と
き
』

（
教
育
画
劇
）

著 

／ 

長
谷
川 

義
史

松尾小 ５年

甲斐 唯
ゆい

斗
と

 くん

　

リ
リ
は
ド
ー
ド
が
病
気
で
大
人
に

な
れ
な
い
と
き
い
て
、
さ
び
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
と
て
も

い
い
話
で
す
。

『
わ
た
し
の
お
と
う
と
、

　
　
　

へ
ん･･･

か
な
あ
』 （
評
論
社
）

作 

／ 

マ
リ
＝
エ
レ
ー
ヌ
・
ド
ル
バ
ル

訳 

／ 

お
か
だ 

よ
し
え

　
「
し
た
こ
と
へ
の
後
悔
よ
り
も
、

し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
の
ほ
う

が
、
い
つ
だ
っ
て
ず
っ
と
大
き
い
」

ち
ょ
っ
と
落
ち
込
ん
だ
時
に
読
む

と
、す
っ
と
心
に
染
み
込
ん
で
き
て
、

前
向
き
な
気
分
に
な
れ
ま
す
。

『
始
め
る
の
に

遅
す
ぎ
る
こ
と
な
ん
か
な
い
！
』

（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

著 

／ 

中
島　

薫

25

　

か
さ
の
な
い
村
か
ら
、
生
ま
れ
て

は
じ
め
て
町
へ
で
か
け
た
キ
リ
・
マ

マ
お
じ
さ
ん
。
よ
ろ
こ
ん
で
か
さ
を

買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
で
も
、
だ
れ

か
に
ぬ
す
ま
れ
て･･･

。

『
か
さ
ど
ろ
ぼ
う
』　　

  

（
徳
間
書
店
）

作
・
絵 
／ 
シ
ビ
ル
・
ウ
ェ
ッ
タ
シ
ン
ハ

訳 

／ 

い
の
く
ま 

よ
う
こ
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▼
椎
葉
中
学
校
の
卒
業
生
、
蔵
座
元
気
く
ん
と

椎
葉
優
太
く
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
陸
上
男
子
砲
丸

投
げ
と
ボ
ク
シ
ン
グ
で
全
国
大
会
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
と
も
に
上
位
入
賞
が
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
▼
６
月
７
日
の
宮
日
新
聞
の

朝
刊
に
自
分
の
名
前
が
載
り
ま
し
た
。「
宮
崎

き
ょ
う
の
歴
史
」。
平
成
元
年
の
県
高
校
総
体
、

陸
上
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
県
高
新
と
大
会
新

を
出
し
た
と
。
過
去
の
栄
光
で
す
が
、
や
は
り

う
れ
し
い
で
す
▼
結
果
を
残
す
。
名
を
残
す
。

そ
の
人
が
ど
れ
だ
け
努
力
し
た
か
に
よ
っ
て
変

わ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
人

が
何
を
選
ん
だ
の
か
も
。
自
分
は
体
が
硬
く
、

不
器
用
で
す
。
で
も
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
記
録

を
残
せ
た
の
は
、た
ま
た
ま
そ
れ
が
自
分
に
合
っ

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
競
技
を
選

ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
▼
何
を
選
ぶ
の
か
。

選
ぶ
と
い
え
ば
選
挙
。
間
も
な
く
行
わ
れ
る
衆

議
院
議
員
選
挙
。
も
し
か
す
る
と
県
知
事
選
挙

も
。
し
っ
か
り
と
考
え
て
投
票
し
ま
す
。
４
年

後
に
「
こ
の
人
に
投
票
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
人
を
選
べ
る
よ
う
に
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

草
川
小
学
校
の
児
童
12
人
を
受
け
入

れ
た
松
尾
小
学
校
。
プ
ー
ル
で
コ
イ
と

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
を
し
ま
し
た
。

コ
イ
は
約
３
キ
ロ
の
大
物
で
、
必
死
に

追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
で
大
騒
ぎ
。

魚
を
提
供
し
て
く
れ
た
の
は
松
尾
養
魚

場
の
椎
葉
信
雄
さ
ん
。
今
年
で
４
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
対
応
し
て

こ
ら
れ
た
の
は
赤
木
憲
昭
校
長
。
今
年

の
３
月
に
転
勤
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
転
勤
先
が
草
川
小
学
校
。「
山
の
子
」

と
「
海
の
子
」
の
交
流
が
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。

『草川交流と
魚のつかみ取り』

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

時
の
日
や
ポ
ス
タ
ー
描か

き
し
幼
き
日	

黒
木
八
重
子

［
評
］
時
の
日
は
、
天
智
天
皇
の
十
年
四
月
二
十
五
日
、
大
津
宮
に
漏
刻

（
水
時
計
）
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
を
陽
暦
に
換
算
し
て
六
月

十
日
と
、
大
正
六
年
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
黒
木
さ
ん
は
小
学
生
の

頃
、
時
の
記
念
日
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
た
。
一
等
賞
だ
っ
た
。

宥な
だ

め
つ
つ
黒
牛
洗
ふ
川
の
中	

中
瀬　
　

汀

［
評
］「
牛
洗
ふ
」
と
い
う
季
語
は
、
だ
ん
だ
ん
薄
れ
ゆ
く
運
命
に
あ
る
。

ご
当
地
椎
葉
か
ら
作
品
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
掲
句
は
耕

牛
を
い
た
わ
り
な
が
ら
洗
っ
て
や
っ
て
い
る
。

牧
水
の
生
家
の
背
戸
の
花
う
つ
ぎ	

小
丸
川
河
童

［
評
］
歌
人
若
山
牧
水
の
生
家
は
日
向
市
東
郷
町
に
あ
り
、
現
在
は
誰
も

住
ま
ず
川
向
こ
う
に
立
派
な
記
念
館
が
あ
る
。
生
家
の
裏
手
に
白

色
五
弁
の
卯
の
花
が
咲
く
。
今
に
も
繁
（
牧
水
の
幼
名
）
少
年
が

出
て
来
そ
う
な
錯
覚
。

《
入
選
》

山
開
き
神
事
の
太
鼓
音
わ
た
る

小
丸
川
河
童

伝

統

の

石

垣

村

や

夏

の

草

那
須　

瑞
穂

ト
ロ
ッ
コ
の
音
軽
や
か
に
夏
に
入
る

那
須　
　

正

波
う
ち
て
麦
秋
の
風
す
が
す
が
し

山
本　

和
枝

湖
若
葉
見
知
ら
ぬ
親
子
竿
た
ら
す

椎
葉
シ
ヅ
子

木
の
芽
風
村
捨
て
し
こ
と
悔
や
ま
る
る

小
八
重
知
津
子

【
三
年
生
】

ま
る
ま
る
と
枝
し
な
る
ほ
ど
桃
実
る

甲
斐　

健
太

た
ん
ぽ
ぽ
が
風
に
吹
か
れ
て
い
る
旅
へ

鹿
瀬　

晴
妃

【
二
年
生
】

ひ
ま
わ
り
と
向
き
合
っ
て
太
陽
は
に
こ
に
こ

甲
斐　

捺
美

じ
い
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
竹
の
子
ほ
り

児
玉　

来
夢

【
一
年
生
】

緑
陰
に
日
が
ち
ら
ち
ら
と
通
学
路山

本　

晃
平

ふ
き
の
と
う
か
ら
っ
と
あ
げ
て
風
味
あ
る

甲
斐　

愛
菜

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月

10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

選
・
角　

光
雄 

先
生
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　リョウブ科リョウブ属の落葉高木。梅雨が明けた
椎葉の山中で白い小さな花を密集させた房を枝先に
数本付け、茶褐色で平滑な樹皮をもつ木が目立ちま
す。これがリョウブで本村ではボウリョウ、ボリョ
ウと呼ばれています。日本ではリョウブ科の仲間は
本種しかなく、北海道南部から九州まで分布します。
比較的乾燥したところに生育し、萌芽による再生能
力が高いので株立ちした姿をよく見かけます。葉は
長さ６−15cmの倒卵状で枝先に集中します。この
葉は食用になり、ご飯に混ぜたリョウブ飯というも
のもありますが、本村ではクサギナ飯が好まれるた
めか、あまり利用されていません。枝の先端の芽が
あまり伸びず、その下側の芽がのびて新しい茎を形
成する仮軸分枝という様式で成長します。樹皮はニ
ホンジカが好んで食べるため、最近は傷だらけの樹
皮を目にすることが多くなりました。材は堅く良質
の炭が取れます。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

リョウブ
81

フェイス！
Face 
in July

21
歳
・
松
尾
（
唖
谷
）

勤
務
先
：
宮
崎
銀
行 

椎
葉
出
張
所

趣　

味
：
ド
ラ
イ
ブ

　４月から椎葉の銀行で頑張っています。まだ帰ってき
たばかりですが、明るく気さくな皆さんに囲まれて、毎
日楽しく過ごしています。仕事でもまだまだ迷惑をかけ
る事があると思いますが、一生懸命頑張っていきますの
で、これからもよろしくお願いします。

荒あ
ら

竹た
け 

晴は
る

菜な 

さ
ん

未来にはばたけ！

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

大
会
三
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
！

18

　練習で育んだチームワーク、兼ね備えた強さと速さ、明るく元気
な鹿野遊地区のバレーボールチーム。椎葉村体力づくりバレーボー
ル大会では１セットも落とすことなく、全試合をストレートで勝利し、
堂々の優勝！ 見事大会三連覇を達成し、四度目の栄冠に輝きました。 キャプテン

那須 雅
まさ

志
し

 さん

平成19年５月23日生まれ

おとうさん：英雄 さん
おかあさん：尚美 さん
兄弟一番のわんぱく坊主！ 車で
遊ぶのが大好きな英輔くん。い
つも笑顔でみんなのアイドル♡

平成19年８月１日生まれ

おとうさん：智成 さん
おかあさん：陽子 さん
いつも男の子に間違えられる香純
さん。きっと20年後には大変身
を遂

と

げていることでしょう（^o^）

石い
し

井い 

英え
い

輔す
け 

く
ん

尾
向
（
水
無
）

椎
葉 

香か

純す
み 

ち
ゃ
ん

尾
向
（
追
手
納
）

鹿野遊Ａ チーム
体力づくりバレーボール大会


